
主要事業紹介主要事業紹介

令和４年度令和４年度

　２月17日、山田裕一市長が第447回白石市議会定例会で施政方針演説　２月17日、山田裕一市長が第447回白石市議会定例会で施政方針演説
を行い、令和４年度の市政運営の基本的な考え方を明らかにしました。を行い、令和４年度の市政運営の基本的な考え方を明らかにしました。
今月号では、その内容と本年度の主立った事業をお知らせします。今月号では、その内容と本年度の主立った事業をお知らせします。

　
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
う
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
本

市
に
お
い
て
も
市
民
の
健
康
や
生

活
、
地
域
経
済
活
動
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
面
に
お
い
て
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
対
処
す
る
た

め
、
本
市
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
」
を
活
用
し
て
、「
市

民
生
活
へ
の
支
援
」「
雇
用
の
維

持
と
事
業
の
継
続
」「
感
染
拡
大

防
止
」
を
柱
と
し
た
支
援
策
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
昨
年
４
月

に
一
般
向
け
に
開
始
し
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
で
は
９
割
を
超
え
る

市
民
の
皆
さ
ん
に
接
種
を
し
て
い

た
だ
き
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
予
定
を

前
倒
し
し
て
、
２
月
か
ら
「
集
団

接
種
」
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

と
経
済
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
最
小
限

に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
白
石

市
医
師
会
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

連
携
し
、
引
き
続
き
感
染
症
の
拡

大
防
止
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
の

社
会
経
済
活
動
の
継
続
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
は
、「
第

６
次
白
石
市
総
合
計
画
」
の
２�

年
目
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
本

市
の
目
指
す
将
来
像
「
人
と
地
域

が
輝
き
、
と
も
に
新
し
い
価
値
を

創
造
す
る
ま
ち�

し
ろ
い
し
」
の

実
現
の
た
め
、
市
民
一
人
一
人
が

そ
の
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
な
が

ら
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
や

魅
力
を
発
見
し
、
育
て
、
高
め
合

う
こ
と
で
、
新
し
い
価
値
を
創
造

し
、
ま
ち
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持

っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

施政方針施政方針

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
の
社
会
経
済
活
動
の
継
続

　
新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
さ
ら
に
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
市
民
一
人
一
人
の

暮
ら
し
や
生
き
が
い
、
地
域
を
と

も
に
創
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
加
え
て
、「
白
石
市
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
『
第
２
期
総
合
戦

略
』」
に
基
づ
き
、「
第
６
次
白
石

市
総
合
計
画
」
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
地
方
創
生
を
さ
ら
に
深

化
さ
せ
、
本
市
の
目
指
す
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

ま
ち
づ
く
り
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
市

政
課
題
を
先
送
り
す
る
こ
と
な

く
、
本
市
が
こ
れ
か
ら
も
持
続
可

能
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く

り
に
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

●教育分野のDXの推進
　児童生徒が学校や家庭で学校が作成した問題をオンラ児童生徒が学校や家庭で学校が作成した問題をオンラ
イン上で学習・アセスメントができる「文部科学省イン上で学習・アセスメントができる「文部科学省
CBTシステム」を導入します。CBTシステム」を導入します。

●人口減少・少子化を見据えた教育
　これまでにない速さで進行する人口減少・少子化に対応
するため「学校教育・保育審議会」を設置し、これからの
学校教育・保育のあり方を検討します。。

●生涯学習・スポーツの推進
　公民館を拠点にした学びを支援するとともに、新
たにグラウンドゴルフ場を整備するなど、生涯スポ
ーツを楽しめる環境の充実を図ります。環境の充実を図ります。

人・文化を育む
教育改革のさらなる前進！　第２ステージへ
Target１

●妊娠期からの切れ目のない包括的支援
　子育て支援の新たな拠点となる「子育て世代包括支援セ
ンター」を開設し、母子保健事業の充実を図るとともに、
オンライン相談や母子手帳アプリの利用を促進すること
で、育児不安の解消や虐待予防などに取り組みます。

●住み慣れた地域で暮らし続けるように
　「いきいき百歳体操通いの場」に理学療法士などの専門
職からひとりひとりに合わせた助言を行いより一層の介護
予防の推進を図ります。

●子どものインフルエンザ予防接種助成事業
　新型コロナウイルス感染症との同時流行を避けるた
め、本年度も引き続き生後６カ月から中学３年生まで
接種費用の助成を行います。

暮らしをともに支えあう
住み慣れた場所で安心して暮らせるまちづくり
Target3

●デジタル化の推進デジタル化の推進
　　デジタル技術を活用し、効率的な事務事業の実施をデジタル技術を活用し、効率的な事務事業の実施を
推進し、地域課題を踏まえた施策の推進を図ります。推進し、地域課題を踏まえた施策の推進を図ります。

●協働のまちづくりの推進協働のまちづくりの推進
　「　「地区計画」の策定を支援するとともに、地域の将来像地区計画」の策定を支援するとともに、地域の将来像
の実現を支援するため、「人と地域が輝く未来共創交付金の実現を支援するため、「人と地域が輝く未来共創交付金
制度」を新たに創設します。制度」を新たに創設します。

●地籍調査事業の完了地籍調査事業の完了
　　昭和55年度から開始した地籍調査事業は、本年度に昭和55年度から開始した地籍調査事業は、本年度に
事業完了となることから、調査の成果を生かして土地事業完了となることから、調査の成果を生かして土地
取引の円滑化、行政運営の効率化に生かします。取引の円滑化、行政運営の効率化に生かします。

みんなで地域づくりを進める
持続可能な多機能型自治の形成
Target2

●ふるさと納税の推進ふるさと納税の推進
　　ふるさと納税寄付金は、利便性の向上や返礼品の充実、ふるさと納税寄付金は、利便性の向上や返礼品の充実、
手続きの効率化を図るとともに、本市の魅力を発信するシ手続きの効率化を図るとともに、本市の魅力を発信するシ
ティプロモーションと捉え、交流人口や関係人口の拡大にティプロモーションと捉え、交流人口や関係人口の拡大に
つなげます。つなげます。
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まちの未来を描く
ゼロカーボンシティの実現へ
Target6

●水道事業の合理化・効率化
　老朽化した水道施設の耐震化や人口規模に応じた施設の老朽化した水道施設の耐震化や人口規模に応じた施設の
ダウンサイジングや統廃合を進め、施設の効率的な維持管ダウンサイジングや統廃合を進め、施設の効率的な維持管
理と更新を進めます。理と更新を進めます。

●脱炭素社会の実現に向けて
　再生可能エネルギーの導入検討など、今後取り組む
べき課題を整理して、令和32年までに二酸化炭素の排
出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」を目指
します。

●魅力ある都市空間の整備
　市中心部の交通ネットワーク機能の強化と通学路の安全
確保を図るため、都市計画道路「中河原白石沖線」の令和
５年度完成に向けて、改修工事を引き続き進めます。

安全・安心を守る
災害に強い安全・安心なまちづくり
Target4

●●地域における防災力の強化地域における防災力の強化
　地域における防災力の強化のために、自主防災組織　地域における防災力の強化のために、自主防災組織
への支援の継続など地域防災力の向上を目指します。への支援の継続など地域防災力の向上を目指します。

●ハザードマップ改定に向けた取り組み
　今後、宮城県から公表される「中・小河川洪水浸水想定
区域」を踏まえて、ハザードマップの更新を行い、避難所
や危険区域などの周知徹底を図ります。

●●さらなる地域の安全・安心へさらなる地域の安全・安心へ
　（仮称）白石中央スマートインターチェンジ周辺に防災　（仮称）白石中央スマートインターチェンジ周辺に防災
機能を備えた「道の駅」や「スポーツレクリエーション拠機能を備えた「道の駅」や「スポーツレクリエーション拠
点施設」の整備に着手します。点施設」の整備に着手します。

人
と
地
域
が
輝
き
、
と
も
に
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち

　
し
ろ
い
し
へ
！

　
近
年
、
国
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な

気
象
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
は
、
本
市

に
お
い
て
観
測
史
上
最
大
の
降
雨

量
を
記
録
し
、
市
内
各
所
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
本
市
が
目
指
す
「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
」
は
、

気
候
危
機
回
避
の
た
め
誰
も
が
無

関
係
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
主
体

が
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、「（
仮
称
）
白
石
中
央
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
と

そ
の
周
辺
施
設
の
早
期
供
用
開
始

は
、
新
た
な
企
業
誘
致
や
既
存
企

業
の
活
動
支
援
を
は
じ
め
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
や
観
光
振
興
、

地
域
医
療
の
充
実
、
災
害
時
の
安

全
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
「
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
」
で
あ
り
、
地
域
経

済
の
発
展
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
好
循
環
創
出
に
つ
な
が
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
「（
仮
称
）
白
石
中
央
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
の
整
備
効

果
を
最
大
限
享
受
で
き
る
よ
う
、

一
般
国
道
４
号
の
４
車
線
化
延
伸

の
実
現
と
と
も
に
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
力
強
く
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
公
立
刈
田
綜
合
病
院

の
経
営
健
全
化
は
、
本
市
の
財
政

に
与
え
る
影
響
が
非
常
に
大
き

く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
す
る

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
立
刈
田
総
合
病
院
は
、
本
市
の

み
な
ら
ず
仙
南
医
療
圏
の
一
翼
を

担
う
重
要
な
拠
点
施
設
で
す
。
そ

の
使
命
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
仙
南

医
療
圏
に
１
日
た
り
と
も
医
療
の

空
白
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
目
の
前
の
課
題
に
向
き
合

い
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ

れ
る
病
院
で
あ
り
続
け
る
た
め
、

※�

施
政
方
針
の
全
文
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

経
営
改
善
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
本
市
は
「
第
６
次
白
石
市
総
合

計
画
」
の
計
画
期
間
に
お
い
て
、

大
き
く
飛
躍
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
手

に
し
て
い
ま
す
。令
和
４
年
度
は
、

そ
の
チ
ャ
ン
ス
を
現
実
の
も
の
と

し
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ

る
「
ふ
る
さ
と
白
石
」
を
残
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
第
６
次
白

石
市
総
合
計
画
」
に
掲
げ
た
「
ひ

と
づ
く
り
」「
地
域
力
の
向
上
」「
新

し
い
価
値
の
創
造
」
を
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
的
視
点
と
し
て
、
シ
ビ

ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、
本
市
の
目
指
す
将

来
像
「
人
と
地
域
が
輝
き
、
と
も

に
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
ま
ち�

し
ろ
い
し
」
の
実
現
を
目
指
す
と

と
も
に
、
本
市
が
持
続
可
能
な
ま

ち
で
あ
り
続
け
、「
選
ば
れ
る
ま

ち
白
石
市
」
と
な
る
よ
う
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

●有害鳥獣対策
　野生イノシシによる農林作物への被害は大きく、昨年は
野生イノシシが媒介したと推測される特定家畜伝染病「豚
熱」による大きな被害が発生したことから、電気柵などへ
の補助を継続し、被害防止対策の強化に努めます。

●新たな観光の形を取り入れた誘客促進
　マイクロツーリズムなど豊かな自然環境や歴史的資
源を活用した新たな観光の形を取り入れながら観光客
の増加を目指します。

活力・賑わいを創る
人々が行き交う賑わいのあるまち
Target5

●企業誘致の推進
　企業の投資環境の回復状況を見極めながら、トップセー
ルスを行い、本市の企業立地環境や投資環境の優位性を積
極的にPRします。
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令和４年度予算

予
算

令和
４
年度

令和４年度一般会計予算は

１４７億２,０２５万円
まちへの誇りと愛着を持って暮らしていくことができるまちを目指して
　令和４年度当初予算は、財政の健全化を保ちつつ、第６次白石市総合計画に基
づく新たな将来像である「人と地域が輝き、ともに新しい価値を創造するまち　
しろいし」の実現に向けて、（仮称）白石中央スマートインターチェンジおよび
周辺施設整備や学校教育の充実、まちづくり事業やＤＸ（デジタルトランスフォー
メーション）の推進に重点を置いた予算編成を行いました。
　一般会計、特別会計および企業会計をあわせた予算総額は259億1,911万７千
円で、前年度当初予算額と比較すると1.6％、３億9,712万４千円の増、そのうち、
一般会計は147億2,025万円で、前年度と比較すると1.5％、２億1,906万６千円
の増となりました。
　なお、一般会計予算の内容はホームページでもご覧いただけます。
� 問財政課　☎22-1332

【一般会計】
　市の会計の中心となるもので、市行政運営の基
本的な経費を計上した会計です。皆さんから納め
ていただく市税のほか、地方交付税をはじめとす
る交付金などを財源として、子どもから高齢者ま
でだれもが安心して暮らすための各種福祉サービ
ス事業、道路や公園などの都市基盤の整備、学校
教育や生涯学習事業などを行います。

■目的別の予算額と主な事業

民生費　52億2,658万9千円（35.5％）
●保育事業（保育園等の整備、運営、給付費）
� 10億3,434万3千円
●障害者総合支援費� 7億7,350万円� 　
●子ども・心身障害児者医療費助成事業
� 1億6,699万円� 　
●子育て支援・多世代交流複合施設運営事業
� 2,616万3千円

衛生費　19億1,460万6千円（13.0％）
●白石市外二町組合に対する出資金、
　負担金、補助金� 9億円� ��　　　　
●新型コロナウイルスワクチン接種事業
� 2億1,974万2千円
●予防接種事業� 1億2,894万5千円
●妊婦・産婦健診助成事業� 2,277万円� 　   

土木費　13億6,286万4千円（9.3％）
●中河原白石沖線街路事業�2億1,415万1千円
●橋梁長寿命化対策事業� 1億3,550万円 　
●公園施設長寿命化対策支援事業
� 1億�30万円 　
●スマートインターチェンジ整備事業
� 7,922万3千円
●道の駅整備事業� 2,305万円 　

総務費　23億5,288万8千円（16.0％）
●ふるさと納税推進事業� 2億9,512万6千円
●市民バス運行管理事業� 8,057万7千円
●定住促進事業� 4,145万7千円
●まちづくり推進事業� 2,550万3千円
●ＤＸ推進事業� 1,071万8千円

公債費　12億2,708万7千円（8.3％）

教育費　11億9,612万7千円（8.1％）
●外国語・国際理解教育推進事業
� 2,844万8千円
●学力向上プロジェクト事業� 923万円� 　
●教育情報化推進事業� 360万6千円

商工費　4億1,885万円（2.8％）
●壽丸屋敷改修事業� 1,500万円� 　

消防費　5億　393万1千円（3.4％）
●消防施設整備事業� 3,257万6千円

農林水産業費　3億3,235万1千円（2.3％）
●有害鳥獣対策事業� 3,876万7千円

その他　1億8,495万7千円（1.3％）

特 別 会 計 82億3,187万1千円
国 民 健 康 保 険 37億8,556万8千円  
介  護  保  険 39億8,304万8千円
後 期 高 齢 者 医 療 4億6,325万5千円

【特別会計】
　特定の事業を行う場合、特定の歳入をもって特定
の歳出に充て、一般の歳入歳出と区分して経理する
会計です。本市は３つの特別会計を設けています。

企 業 会 計 29億6,699万6千円

水 道 事 業 収益的支出 8億5,694万8千円
資本的支出 2億8,809万4千円

下 水 道 事 業 収益的支出 9億2,478万9千円 
資本的支出 8億9,716万5千円

【企業会計】
　独立採算を基本とし、地方公営企業法が適用さ
れる公営企業の会計です。
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その他　2億2,822万1千円
諸収入　4億9,462万円

寄附金　5億4千円

繰入金
6億3,899万円

市税
39億498万8千円

地方交付税
42億5,000万円

国県支出金
20億9,732万5千円

県支出金
9億128万5千円

市債
5億8,810万円

その他
11億1,671万7千円

その他
12億4,190万8千円

繰出金
15億2,997万6千円

補助費等
14億9,764万2千円

災害復旧事業費
299万1千円

公債費
12億2,708万7千円

扶助費
27億8,912万4千円

人件費
27億8,985万円

自主財源
57億6,682万3千円

依存財源
89億5,342万7千円

その他の経費
69億7,509万1千円

義務的経費
68億606万1千円

歳入
147億2,025万円
歳出

（性質別）

投資的経費
9億3,909万8千円

物件費
27億556万5千円

普通建設事業費
9億3,610万7千円
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新型コロナウイルス各種支援事業

新型コロナウイルス対策
令和４年度の主な支援事業をお知らせします

　４月26日、第455回白石市議会臨時会が開催され、令和４年度の新型コロナウイルス
感染症対応地方創生臨時交付金などを活用した事業が可決されました。
　今号では令和４年度の主な支援事業を紹介します。各種支援事業の詳細や最新情報は、
市ホームページをご覧ください。

各種支援
事業一覧▼

事業継続支援金
問�商工観光課　☎22-1321

　売上高が減少した中小企業者などに対し、事業
継続を下支えするための支援金を支給します。
■対象者
　対象月の売り上げが令和元年同月比マイナス
20％以上30％未満、かつ国の事業復活支援金に
該当とならない事業所（飲食店を含む）。
■支給額　法人30万円　個人事業者15万円
■申請期間　６月20日（月）～８月19日（金）

市内宿泊事業者応援事業
問�商工観光課　☎22-1321

　観光需要の落ち込みにより大きな影響を受けて
いる市内宿泊事業者の事業継続を支援するため、
宿泊費の一部を助成す
ることで、宿泊施設の
利用促進を図ります。
■実施時期
　11月ごろ（予定）

脱炭素化事業（街路灯・防犯灯ＬＥＤ化事業）
問�危機管理課　☎22-1452

　経営に影響を受けている商店街・温泉旅館組合
などが管理する街路灯・防犯灯のＬＥＤ化を行う
ことで、電気料金の削減を図るとともに、二酸化
炭素の排出量削減により脱炭素化を図ります。

白石産ササニシキを使った地域特産物宣伝事業
問�農林課　☎22-1253

　コロナ禍において、米の需要が落ち込んだこと
による米価下落の対策として、高品質米栽培の支
援と商品開発、販売促進のプロモーションを行い
ます。

次世代の学び検証事業
問�学校管理課　☎22-1342

　市内中学校の授業に「ＡＩドリル」を導入する
ことにより、ウィズコロナにおける学びの保障と、
個別最適な学びを実現
するための検証を行い
ます。
■実施時期
　６月ごろ（予定）

インフルエンザ予防接種費用助成事業
問�健康推進課　☎22-1362

　新型コロナウイルス感染症と同時流行を防ぐこ
とを目的に、季節性インフルエンザ予防接種費用
を助成します。
■対象者
　生後６カ月～中学３年生
■実施時期
　10～12月（予定）

図書館パワーアップ事業
問�図書館　☎26-3004

　コロナ禍において、利用者の安全・安心を確保
しながら図書の利用促進を図るとともに、在宅時
の時間を豊かに過ごしてもらうため、令和３年度
に導入したパソコンやス
マートフォン、タブレッ
ト端末などから、いつで
もどこでも簡単に電子書
籍が読める「電子図書館」
を継続・拡充します。

観光需要回復のためのプロモーション事業
問�商工観光課　☎22-1321

　近隣地域への旅行「マイクロツーリズム」の需
要の高まりを受け、県内および近県に向けて集中
的にプロモーションを行
います。また、各種メデ
ィアへの広告掲載や誘客
促進イベントを実施し、
近隣地域からの来訪者の
増加を目指します。

新型コロナウイルス感染症対策学校支援員配置事業
問�学校管理課　☎22-1342

　持続的に児童・生徒の教育を受ける権利を保障
し、学校における感染拡大のリスクを可能な限り
低減するため、消毒作業などの業務支援を行う学
校支援員を配置します。

修学旅行キャンセル費用等補助金交付事業
問�学校管理課　☎22-1342

　新型コロナウイルス感染症の影響により、修学
旅行の費用が増加する市内小・中学生の保護者の
負担軽減を図るため、キャンセル保険料などを補
助します。

　コロナ禍における高齢者のフレイル（虚弱）を
予防するため、安心して参加できる「いきいき百
歳体操体験教室」を実施
します。また、専門職が
通いの場などに訪問し、
運動方法を紹介しながら
自立した日常生活を維持
できるように支援します。

高齢者居場所づくり支援事業・リハビリテー
ション専門職等による介護予防取組支援事業

問地域包括支援センター　☎22-1466

新型コロナウイルス経済対策割増商品券
問�商工観光課　☎22-1321

　地域経済の活性化を図るため、割増商品券を販
売します。消費を喚起することで、事業者の経営
状況改善と市民生活の回復を支援します。
■販売方法　専用ハガキによる予約販売
■販売時期　８月28日（日）～30日（火）
■利用期間　９月１日（木）～令和５年１月31日（火）
※詳細は、広報しろいし７月号でお知らせします。

子育て世帯支援活動事業
問�子ども家庭課　☎22-1363

　コロナ禍における子どもたちの健やかな成長と保護者の経済的負担の軽減を図るため、こじゅうろう
キッズランドの「特別利用券（３回無料券。小学４年生以下対象）」を配布するとともに、通常価格の
半額で購入できる「市民パスポート・市民回数券」を販売します。
■内容
①�市民パスポート　1,500円（６カ月間有効、本人のみ利用可能）
②�市民回数券　1,500円（11回分、市民のみ購入可能）
■販売数　200人分
■販売時期　６月上旬

▲キッズランド
　ホームページ ▲市民パスポート
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■人口　32,206人（前月比）－80人
　　　　男15,847人� 　女16,359人
■出生件数　８件� ■死亡件数　61件
■世帯数　14,185世帯 ※住民基本台帳から、５月31日現在

市内の交通事故　５月１日～31日　※（　）は１月からの累計
■発生件数　42件（469件）� ■死亡者数　0人（0人）
■負傷者数　２人（13人）� ■物損件数　40件（459件）
■飲酒運転摘発者数　0人（0人）

毎月第３日曜日は
「家庭の日」です

今月は７月17日　夏がきまし
た！　生活リズムを整えて夏バ
テを予防しましょう。

　施設に入所（ショートステイ
を含む）したときの食費・居住
費は、全額自己負担となります
が、低所得者の方は申請により
利用者負担が軽減されます。
　「介護保険負担限度額認定証」
（以下「認定証」）の有効期限は
７月31日までです。
　現在、認定証をお持ちの方に
は、６月上旬ころに更新のお知
らせをお送りしています。申請
には市民税非課税世帯に属する
方など、いくつか要件がありま
すので、詳しくはお問い合わせ
ください。
問長寿課　☎22-1361

介護保険負担限度額
認定証の更新

■情報公開制度の実施状況
　情報公開制度は市民の皆さん
の請求によって、市が保有する
公文書を閲覧のほか写しを交付
して公開する制度です。

区　　分 件　数
開 示 21件
部 分 開 示 ７件
非 開 示 １件
そ 　 の 　 他（※） ２件
不 服 申 し 立 て ０件
情 報 の 提 供 357件

※�その他：在否応答拒否、不存
在、取り下げ。
■個人情報保護制度の実施状況
　個人情報保護制度は市が保有
している個人情報を適正に取り
扱い、市民の皆さんの個人情報
に関する権利と利益を保護する
ための制度です。

区　　分 件　数
個人情報取り扱い業務 436件
開 示 等 請 求 １件

問総務課　☎22-1331

令和３年度情報公開・
個人情報保護制度の実施状況

■生活基盤の整備や福祉事業な
どのため、次の方からご寄付を
いただきました。（敬称略）
佐藤いせよ
■地震災害復興のため次の方々
からご寄付をいただきました。
（敬省略）
株式会社ウカ�代表取締役�渡邉
弘幸、松井酒造合名会社、白澤
翔也、平和大使協議会仙南

紙上から
お礼申し上げます

　保険料を未納のままにしてお
くと、将来の老齢基礎年金や、
障害・死亡といった不測の事態
が生じたときに、障害基礎年金・
遺族基礎年金を受け取ることが
できない場合があります。
　収入の減少や失業など保険料
の納付が困難な場合、保険料の
納付が「免除（猶予）」される
制度がありますので、未納のま
まにせず一度ご相談ください。
●対象期間　令和４年７月〜令
和５年６月分
●受付開始　７月１日（金）

令和４年度国民年金保険料
免除・納付猶予�の申請受付を開始します

※継続審査の方を除き毎年申請
が必要です。
●免除の種類　全額、一部（４分
の３、半額、４分の１）、納付猶予
●申請に必要な物
①基礎年金番号がわかるもの、②
運転免許証などの身分証明書、
③失業した方は「雇用保険受給
資格者証」または「雇用保険被保
険者離職票」のコピーなど。
問�健康推進課　☎22-1362・大河
原年金事務所　☎0224-51-3111
　日本年金機構ホームページ
　https://www.nenkin.go.jp

　マイナンバーカードの普及促進や消費活性化などのため、国では、
マイナポイント第２弾を実施しています。
　対象となる方は次の表のとおりです。本市ではマイナポイントの
申込支援を行っていますので、ぜひご利用ください。

対象者 付与ポイント マイナンバー
カード申請期限

マイナポイント
申請期限

マイナンバーカードを新規に
取得した方

最大
5,000円相当

令和４年９月
末まで

令和５年２月
末まで

マイナンバーカードの健康保
険証として利用登録した方

7,500円
相当

公金受取口座の登録をした方 7,500円
相当

※健康保険証の利用登録や、公金受取口座の登録だけではマイナポ
　イントは付与されません。別途マイナポイント申込
　の手続きを行う必要がありますのでご注意ください。
問申込支援について　デジタル推進課　☎26-8228
　�マイナポイント事業について　マイナンバー総合フ
リーダイヤル　☎0120-95-0178

マイナポイント第２弾実施中

マイナポイン
ト事業ＨＰ

～加入・脱退は14日以内に～
　退職などで、勤務先の健康保
険（社会保険など）の資格を喪
失した場合は国民健康保険（以
下「国保」）に加入する手続き
が必要です。また、国保加入者
が就職などで社会保険などに変
わった場合も国保を脱退する手
続きが必要です。いずれの場合
も異動があった日から14日以
内に手続きをお願いします。
問�健康推進課　☎22-1362

国民健康保険の手続きは
お早めに

　来年度の活用相談を受け付け
ています。
①一般コミュニティ助成
　自治会で使用する備品（テン
ト・テーブルなど）で事業費
100万円以上が対象（助成額：
100万〜250万円）
②コミュニティセンター助成
　主に自治会等集会所の新築が
対象（助成額：上限1,500万円・
対象事業費の５分の３以内）
③地域防災組織育成助成
　地域の防災活動に直接必要な
設備などの整備が対象（助成額：
30万〜200万円）
問①②まちづくり推進課
　☎22-1327
　③危機管理課　☎22-1452

「自治宝くじコミュニティ
助成事業」活用相談

　８月から使
用できる被保
険者証（桃色）
を７月下旬ま
でに郵送しま
す。８月１日
以降は、新し
い被保険者証
を提示してください。
　なお、窓口負担割合見直しの
ため、例年とは異なり有効期限
が９月30日までとなります。
10月以降に使用できる被保険
者証は、９月中に送付する予定
です。
問健康推進課　☎22-1362

後期高齢者医療制度の
被保険者証を更新します

新型コロナウイルス経済対策

　新型コロナウイルス感染症およびコロナ禍における原油価格・物
価高騰の影響を受けている、市内経済の消費喚起と各家庭の経済支
援を図るため、市内飲食店などで利用できる商品券（１人あたり
3,000円分）を全市民に配布します。
●配布方法　７月１日時点で市内に住民登録をしている世帯主の方
に８月下旬までにゆうパックで郵送します。
●配布商品券額面　１セット3,000円（小規模店舗専用券500円×３
枚・大規模店舗も利用できる共通券500円×３枚）
●利用期間　９月１日（木）〜令和５年１月31日（火）

①生活応援商品券「'ワン'だふるクーポン」
　（1人あたり3,000円分の商品券）を全市民に配布します

問商工観光課　☎22-1321

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている地域経済の活性化
を図るため、市内商店・飲食店などで利用できる「３割増商品券」
を発行することで、消費喚起と市民生活の支援を図ります。
●販売額　１セット5,000円（小規模店舗専用券500円×６枚・大規
模店舗も利用できる共通券500円×７枚の額面6,500円分）
●販売数　40,000セット（１世帯20セットまで）
※応募多数の場合は購入上限を減らす場合があります。
●予約方法　広報しろいし７月号に同封の専用申込書
（はがき）または記載のＱＲコードを読み取り、必要事
項を記載の上、７月25日（月）まで申し込みください。
８月中旬までに予約券を送付します。
●利用期間　９月１日（木）〜令和５年１月31日（火）

②「新型コロナウイルス経済対策割増商品券」の予約受付を開始します

商品券
予約申込
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お知らせ特急便

※住民基本台帳法の改正により、平成24年７月末からの人口は外国人住民を含めた人数を掲載しています。
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